












開 会 挨 拶
海 田 能 宏
(坪内 良 博 代)
領域代表の坪内良博教授 は後で述べます理 由によりどうして も出席できませんので、私、事
務局担当の海田が開会の挨拶を代読 させて頂きます。
重点領域研究 「総合的地域研究」 は2年 目の終わ りを迎えま した。 この重点領域研究では秋
には京都で研究集会を開 き、年度末には東京で シンポジウムを開 くことが定例 とな って参 りま
した。硯究集会ではやや特殊なテーマを専門的に追求 し、シンポジウムではやや一般的な話題
に言及するのがその 目的になりつつあ ります。本年度の研究集会では 「発展 の地域性」をめ
ぐっての討論が去年の秋に行われま した。 また前年度、すなわち初年度 のシンポジウムは 「文
明の地域性」と題 し、公募班を中心 にこの山上会館においてさまざまな話題が提供 されま した。
今回の シンポジウムで は少 し焦点を絞 って、 「生態環境」を取り上げ ることになりました。
東南アジアはかって森林に覆われてお り、人々の生活 も社会のあり方 もこのことによって大き
く規定されていたと考え られます。東南アジアでは現在で も森林の存在が重要な意義を持 ち、
同時にその破壊が顕著であるといわれています。生態環境をテーマに したのはこのような生態
環境のあり方を重視 したか らにほかな りません。
このテーマを取 り上げるにあた っては、生態環境がどのように して作 られ維持 されるかとい
うメカニズムや人間や社会による生態環境 に対する働きかけ等、生態環境に関わる諸側面か ら
どれをどのように取 り上げて論ずるか、 この シンポジウムのプログラム決定までにはいろいろ
苦心があ ったと聞いてお ります。地域研究において は自然環境 としての森林その ものだけが独
立 して研究 ・考察の対象になるので は決 してな く、人間、ひいては社会ない し文化 との関わ り
が重要な視点とな ります。 ここでは生態学の専門家等、 自然科学者 として訓練を受けた研究者
と、社会科学や歴史学の研究者との対話が必然的に要請 されます。 この試みが この場を借 りて
新たな進展をみることを期待 したいと思います。
今回の シンポジウムの組織に際 しては、AO1班の研究代表者荻野和彦さんに献身的な ご助力
をいただ き、AO3班あ原洋之介さん には共同組織者 として何かとご尽力をいただきま した。ま
た年度末の大変お忙 しい中、 ご参集 いただきま したここにおいでの先生方に も深 くご礼申 し上
げま して挨拶に代え させていただきます。
代読は以上です。領域代表がどうして も出席できない理 由は次の とお りです。BO1「外文明
と内世界」クラスター担当の土屋健治京都大学東南アジア研究セ ンター教授が2月27日の夜、
急逝 され ました。坪内領域代表は東南アジア研究センター所長 という立場か らお通夜、告別式
?
の組織委員長 ・葬儀委員長をっ とめてお り、こちらを欠席させていただ くことになりま した。
この中に も土屋教授 とお親 しく、葬儀に出席すべ きところをまげてこち らに来ていただいた方
もお られます。ただいま葬儀が とり行われている最中でもあ ります。土屋教授の死を悼みまし
てここで黙 とうを捧げることを皆様に提案させていただきた く思います。
黙とう。
あ りが とうございま した。
?
